
学科等 看護 必修 履修年次 2

曜日・時限等 単位数 2

授業形態 講義 オフィスアワー
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成績評価の
方法・基準

対面時：期末試験(80％)+課題レポート(20％)
オンライン時：小テスト（20％）＋復習テスト(70％)+レポート(10％)

教員からの
メッセージ

①この科目は，自身が体験していない年齢の人を対象とした看護を学ばなければなりません．私たちは，個々人の意志を尊
重した寄り添う看護を提供できるよう，高齢者と謙虚な気持ちで向き合い学び，自己研鑽に励みましょう．②課題レポートはコメ
ントを付して返却します．③病院で勤務した看護師がこの授業を担当します．④オンライン授業に伴い授業計画に変更がある
場合は，オンラインクラスで変更のシラバスを周知いたします．

教科書
1)ナーシング・グラフィカ　老年看護学①：高齢
者の健康と障害
2)生活機能からみた老年看護過程

1) 堀内ふき，大渕律子
2) 山田律子

1) メディカ出版
2)医学書院

参考図書 随時紹介する

生活を支える看護(1)
到達目標：高齢者とコミュニケーション，食生活，セクシュアリティについて理解できる．
学習内容：聴覚視覚精神機能の特徴，食事，性機能の変化について学習する．

生活を支える看護(2)
到達目標：高齢者の住まいや社会参加について理解できる．
学習内容：自宅や施設における住環境，アクティブエイジングについて学習する．

まとめ
到達目標：高齢者の日常生活と看護の役割りについて理解できる．
学習内容：高齢者の日常生活のあり方とその援助について学習する．

高齢者の看護の基本(3)
到達目標：高齢者によくみられる疾患について理解できる．
学習内容：起こりやすい疾患の特徴，高齢者の受診行動の特徴について学習する．

高齢者の看護の基本(4)
到達目標：チームアプローチ，リスクマネージメントの基本，災害時の看護について理解
できる．
学習内容：専門職連携，リスクマネジメント，災害時の看護について学習する．

高齢者のヘルスプロモーション
到達目標：高齢者の健康増進や介護予防について理解できる．
学習内容：ヘルスプロモーション，生活習慣病・転倒・認知症予防について学習する．

到達目標：高齢者看護の特性や倫理について理解できる．
学習内容：高齢者看護の諸理論，自己決定の支援について学習する．

高齢者の看護の基本(2)
到達目標：高齢者のフィジカルアセスメントについて理解できる．
学習内容：アセスメントやバイタルサインの特性，主なアセスメントツールについて学習す
る．

地域包括ケアシステムと多様な生
活の場における看護

到達目標：地域包括ケアや在宅，介護保険施設について理解できる．
学習内容：ケアシステム，在宅医療やケア，介護保険施設における看護について学習す
る．授

業
計
画

授業項目 到達目標・学習内容

科目ガイダンス
高齢者の理解(1)

到達目標：高齢者の特徴を理解できる．
学習内容：統計的特徴，発達課題，健康指標について学習する．

高齢者の理解(2)
到達目標：高齢者にとっての健康やQOLついて理解できる．
学習内容：老年期の健康，自立を妨げる要因，QOLに影響を与えるものについて学習す
る．

高齢者の理解(3)
到達目標：加齢に伴う変化について理解できる．
学習内容：身体機能の生理的変化について学習する．

高齢者の理解(4)
到達目標：加齢に伴う変化について理解できる．
学習内容：高齢者の心理・精神・社会的機能の変化について学習する．

高齢者をとりまく社会(1)
到達目標：高齢者の生活と家族について理解できる．
学習内容：高齢者や要介護者がいる家族，病気の治療や介護に伴う生活の場について
学習する．

高齢者をとりまく社会(2)
到達目標：制度や社会資源について理解できる．
学習内容：医療制度や社会資源の種類，活用について学習する．

高齢者の看護の基本(1)

準備学習 毎回の授業について少なくとも1時間程度の予習・復習をすること．

科目名 老年看護学概論
教員名 佐藤圭子 時間割表参照

（科目番号） （時間割参照）

授業概要
高齢者の特徴を学び，老年期の人々の全人的理解を進めると共に，高齢者をとりまく社会について学習する．高齢者看護の
基本を知り，健康維持・増進のための支援方法や，高齢者の生活を支える看護について学習する．

目的・目標
目的：高齢期にある人の看護に必要な基本的視点や加齢について理解する．
目標：高齢者看護の基本，加齢に伴う身体精神社会的機能の変化，高齢者をとりまく社会や看護の役割について理解でき
る．


